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こ
の
連
載
が
対
象
と
し
て
い
る
一
〇
年
六
回
の
意
識
調

査
の
う
ち
、
最
初
の
01
調
査
は
二
〇
〇
一
年
六
月
の
実
施

で
、
そ
の
二
カ
月
前
に
は
小
泉
内
閣
が
発
足
し
た
（
二
〇

〇
一
年
四
月
）。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
期
に
進

ん
だ
金
融
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
諸
整
理
を
受
け
て
、
構
造
改

革
を
旗
印
と
し
た
小
泉
内
閣
は
そ
の
後
、
競
争
的
環
境
の

拡
張
を
目
指
し
て
様
々
な
規
制
緩
和
策
を
展
開
し
、
勤
労

者
所
得
の
減
少
に
象
徴
さ
れ
る
内
需
拡
大
な
き
好
景
気
を

演
出
し
た
。
そ
の
前
期
に
は
人
件
費
減
を
中
心
と
す
る
コ

ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
期
に
は
輸
出
へ
の
急
速
な

シ
フ
ト
に
よ
っ
て
、
企
業
利
益
が
史
上
最
高
を
更
新
し
続

け
る
と
い
う
、
異
形
の
好
景
気
＝
実
感
な
き
好
景
気
を
も

た
ら
し
た
。
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
る
問
題
、
た
と
え
ば
格
差

社
会
と
そ
の
固
定
化
が
強
く
批
判
さ
れ
る
な
か
で
、
二
〇

〇
六
年
九
月
に
小
泉
内
閣
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

　

翌
二
〇
〇
七
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
（
07
調
査
の
数
日

前
）
は
与
野
党
逆
転
（
ね
じ
れ
国
会
へ
）
と
い
う
結
果
と

な
り
、
政
権
交
代
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
09
調
査
の
二
カ

月
後
に
行
わ
れ
た
〇
九
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る

民
主
党
の
圧
勝
、
自
民
党
の
結
党
以
来
初
の
衆
議
院
第
一

党
か
ら
の
転
落
へ
と
続
き
、
民
主
党
・
社
民
党
・
国
民
新

党
に
よ
る
連
立
政
権
が
誕
生
し
、政
権
交
代
が
成
就
し
た
。

　

し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
後
半
か
ら
の
世

界
同
時
不
況
か
ら
の
経
済
回
復
策
、
未
熟
な
政
権
運
営
、

一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
問

題
を
は
ら
み
迷
走
し
た
民
主
党
政
権
は
、
一
〇
年
七
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
で
の
敗
北
（
ね
じ
れ
国
会
へ
）、
一
二

年
一
二
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
大
敗
に
よ
っ
て
政
権

か
ら
滑
り
落
ち
た
。

　

取
り
上
げ
て
き
た
一
〇
年
の
調
査
は
、
そ
の
よ
う
な
国

政
レ
ベ
ル
で
の
激
変
の
渦
中
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
は
、
こ
の
激
変
期
に
た

と
え
ば
政
党
を
ど
う
意
識
し
、
意
識
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
論
点
の
一
つ
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

一
方
、
北
海
道
で
は
03
調
査
が
行
わ
れ
た
ほ
ぼ
三
カ
月

前
の
二
〇
〇
三
年
四
月
に
、
高
橋
は
る
み
氏
が
北
海
道
知

事
に
就
任
し
た
。
高
橋
道
政
は
、
道
財
政
の
危
機
的
状
況

へ
の
対
応
、
市
町
村
合
併
問
題
、
支
庁
制
度
改
革
、
道
州

制
等
の
問
題
に
直
面
し
て
き
た
が
、
初
当
選
後
二
回
の
知

事
選
挙
を
乗
り
切
り
、
四
選
出
馬
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
ほ

ど
の
「
安
定
」
ぶ
り
で
あ
る
。
本
稿
の
第
二
の
論
点
は
、

高
橋
道
政
に
対
す
る
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の

意
識
と
そ
の
変
化
の
分
析
に
あ
る
。

　
１
政
党
へ
の
意
識

　

⑴　

政
党
支
持
率
の
動
向

　

ま
ず
、
こ
の
一
〇
年
の
政
党
支
持
率(

支
持
す
る
／
好

き
な
政
党)

を
図
表
１
で
確
認
し
よ
う（
１
）。
目
を
引
く
の
は
、

民
主
党
支
持
率
の
増
減
が
、
と
く
に
支
持
政
党
が
な
い
と

答
え
た
率
の
減
増
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
間
、
自
民
党
支
持
率
に
は
大
き
な
変
化
が
な
く
、
そ
の

他
の
政
党
支
持
率
も
01
調
査
を
除
い
て
低
位
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
格
差
社
会
の
顕
在
化
な
ど

を
生
起
せ
し
め
た
小
泉
構
造
改
革
の
展
開
、
政
権
交
代
へ

地
方
公
務
労
働
者
の
意
識
構
造
と
労
働
者
像
⑹

自
治
労
北
海
道
本
部
「
組
合
員
意
識
調
査
」
の
10
年
―
政
党
・
道
政

　

杉　

本　

龍　

紀
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の
期
待
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
支
持
政
党
な
し
層
の
小
さ

く
な
い
部
分
が
民
主
党
支
持
へ
と
移
動
し
、
成
立
し
た
民

主
党
政
権
へ
の
批
判
の
高
ま
り
と
と
も
に
支
持
政
党
な
し

層
へ
と
戻
っ
た
と
言
え
よ
う(

た
だ
し
、
こ
の
反
転
は
政

権
交
代
前
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
な
政
権
交
代
選
挙
と
な
っ

た
二
〇
〇
九
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
直
前
実
施
の
09
調
査

で
既
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
要
因
を
こ
の
調
査
か
ら
示
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る)

。
反
転
後
の
11
調
査
で
の
民
主
党

支
持
率
は
こ
の
間
の
最
低
に
、
支
持
政
党
な
し
比
率
は
最

高
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
01
調
査
時
の
民
主
党
支
持
層
の

一
部
が
支
持
な
し
層
へ
と
移
動
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

図
表
２
お
よ
び
図
表
３
に
、
01
調
査
、
07
調
査
（
民
主

党
支
持
率
最
高
・
支
持
政
党
な
し
比
率
最
低
）、
反
転
後

の
11
調
査
に
限
定
し
て
、支
持
率
の
変
化
の
内
訳
（
性
別
・

年
代
別
、
行
政
区
分
別
）
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
属
性
の
政

党
支
持
率
変
化
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
01
調
査
か
ら

07
調
査
に
か
け
て
民
主
党
支
持
率
が
急
増
し
（
最
大
で
30

ポ
イ
ン
ト
増
）、
そ
れ
と
並
行
し
て
支
持
政
党
な
し
の
比

率
が
急
減
し
て
い
る
（
最
大
で
25
ポ
イ
ン
ト
）。
07
調
査

か
ら
11
調
査
に
か
け
て
こ
の
動
き
は
反
転
し
た
が
、
11
調

査
結
果
は
01
調
査
に
比
べ
て
、
民
主
党
支
持
率
が
低
い
こ

と
（
女
性
・
政
令
市
を
除
く
）、
支
持
政
党
な
し
比
率
が

高
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
性
別
・
年
代
別
お
よ
び
行

政
区
分
別
の
デ
ー
タ
に
限
定
し
て
も
、
政
権
交
代
を
は
さ

図表１　政党支持率の推移

図表２　政党支持率の推移（性別・年代別）

図表３　政党支持率の推移(行政区分別)
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ん
で
民
主
党
支
持
層
の
一
部
が
、
支
持
政
党
な
し
層
へ
と

移
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
傾
向
か
ら
、
政
権
交
代
を
挟
ん
で
民
主
党
支
持
率

は
一
〇
年
前
の
水
準
に
復
し
た
面
が
あ
り
つ
つ
も
、
民
主

党
支
持
層
の
一
部
は
そ
の
層
か
ら
剥
が
さ
れ
、
そ
れ
ら
は

民
主
党
以
外
の
政
党
支
持
へ
と
向
か
う
こ
と
な
く
支
持
政

党
な
し
層
へ
と
移
動
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の

結
果
、
北
海
道
の
地
方
公
務
労
組
員
た
ち
の
ほ
ぼ
四
分
の

三
が
自
ら
の
支
持
政
党
を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
浮
遊
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
労
組
と
政
党
支
持
を
分
離
さ
せ
る
傾
向

を
も
併
せ
持
つ
。
図
表
４
で
検
討
し
よ
う
（
調
査
項
目
の

変
化
の
都
合
で
、
03
・
07
・
11
調
査
結
果
の
比
較
）。
全

体
と
し
て
03
か
ら
07
に
か
け
て
民
主
党
支
持
率
が
高
ま
り

支
持
政
党
な
し
の
比
率
が
低
下
し
、
そ
の
後
、
反
転
す
る

と
い
っ
た
既
述
の
傾
向
が
こ
こ
に
も
見
い
だ
せ
る
。
こ
の

結
果
、
11
調
査
に
お
い
て
民
主
党
支
持
率
は
03
調
査
を
下

回
り
、
支
持
政
党
な
し
の
比
率
は
03
調
査
を
上
回
っ
た
。

そ
の
う
ち
、労
組
を
強
く
肯
定
的
に
評
価
す
る
層（
役
立
っ

て
い
る
・
全
面
的
に
信
頼
し
て
い
る
）
の
反
転
時
の
民
主

党
支
持
率
低
下
度
合
い
が
大
き
く
（
半
減
）、
そ
れ
に
応

じ
て
支
持
政
党
な
し
の
比
率
が
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
労
組
を

最
も
肯
定
的
に
評
価
す
る
層
の
民
主
党
離
れ
が
急
激
に
進

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
表
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
07
調
査
時
に
は
40
％
近

く
に
達
し
た
民
主
党
支
持
率
は
、
政
権
交
代
を
挟
ん
だ
四

年
後
に
は
15
％
を
多
少
上
回
る
程
度
ま
で
に
下
が
り
、
四

分
の
三
が
支
持
政
党
な
し
で
浮
遊
し
始
め
て
い
る
。
い
さ

さ
か
わ
か
り
に
く
い
図
表
５
か
ら
、
組
合
員
た
ち
は
民
主

党
が
中
心
と
な
る
政
権
を
望
む
度
合
い
を
著
し
く
減
じ
、

代
わ
っ
て
自
民
党
と
民
主
党
の
大
連
立
政
権
、
自
民
党
軸

の
政
権
や
民
主
党
が
係
わ
ら
な
い
政
権
さ
え
も
望
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
民
主
党
を
支
持
す
る
組

合
員
た
ち
も
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
同
じ
よ
う
に
意
識
を

変
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
受
け
て
、
労
組
は
労
働

者
利
害
の
表
出
と
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
政
治
勢
力
と
の

係
わ
り
方
を
い
か
な
る
方
向
へ
と
向
け
て
い
く
の
か
、
望

ん
だ
は
ず
の
政
権
交
代
が
そ
の
見
定
め
を
危
う
く
し
て
い

る
。

 　

⑵　

労
働
組
合
と
政
党
・
政
治
家
の
今
後

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、「
今
後
の
労
組
と
政
党
・
政
治

家
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
図
表
６
を
ご
覧
頂
き
た
い
。
03

調
査
か
ら
07
調
査
に
か
け
て
民
主
党
支
持
率
が
上
昇
す
る

と
と
も
に
、〝
政
党
・
政
治
家
と
政
策
一
致
を
基
本
に
支

持
協
力
関
係
〟〝
政
党
と
課
題
別
に
そ
の
都
度
、
支
持
協
力

関
係
〟
と
い
う
回
答
比
率
が
増
加
し
、〝
政
治
家
と
課
題
別

に
そ
の
都
度
、
支
持
協
力
関
係
〟〝
政
党
・
政
治
家
と
は
一

切
の
関
係
を
持
た
な
い
〟
と
す
る
比
率
が
減
少
し
た
。
民

主
党
支
持
率
が
反
転
し
た
07
調
査
以
降
は
動
き
が
逆
転
し

た
が
、〝
政
党
と
課
題
別
に
そ
の
都
度
、
支
持
協
力
関
係
〟

の
み
が
減
少
後
、
増
加
に
転
じ
た
。
そ
の
結
果
、
03
調
査

に
比
べ
て
11
調
査
で
は
、〝
政
党
と
課
題
別
に
そ
の
都
度
、

支
持
協
力
関
係
〟
と
〝
政
治
家
と
課
題
別
に
そ
の
都
度
、

民主党 自民党 特になし

労
組
活
動
評
価

役立っている 

(03：よくやっている)

03 32.5 6.3 56.0 
07 63.3 2.5 28.9 
11 31.0 3.1 59.7 

ある程度役立っている 

(03：まあよくやっている)

03 27.0 2.8 65.0 
07 45.3 2.1 46.7 
11 19.0 3.6 72.3 

あまり役立っていない 

(03：あまりやっていない)

03 18.7 2.9 72.0 
07 30.3 4.1 58.5 
11 11.3 4.3 77.3 

全く役立っていない 

(03：やっていない)

03  9.5 5.2 77.1 
07 22.8 7.3 58.0 
11  5.8 8.8 75.9 

労
組
へ
の
信
頼

全面的に信頼している
03 37.7 5.4 51.2 
07 64.4 2.5 28.0 
11 33.3 3.1 57.3 

おおむね信頼している
03 23.4 2.9 68.5 
07 46.3 2.3 45.6 
11 18.5 4.1 71.7 

あまり信頼していない
03 11.5 4.3 77.2 
07 29.4 4.5 57.6 
11  9.6 4.4 78.5 

全く信頼していない
03  5.2 7.5 78.7 
07 18.5 8.0 62.0 
11  3.3 10.4 76.2 

図表４　労組評価と政党支持（％）

03調査 11調査

全体
民主党 
支　持

支持政党
な　し

全体
民主党 
支　持

支持政党 
な　し

民主党の単独政権 11.2 16.6  9.9

民主党を軸とした 
政 権 の 継 続

18.4 54.4 11.2 

民主党を中心とした 
全 野 党 連 立 政 権

31.5 44.6 29.0

共 産 党 以 外 の 
野 党 連 立 政 権

13.8 19.1 13.3

民主党と社民党の 
連 立 政 権

 6.4  8.2  5.2

民主党と自由党の 
連 立 政 権

 4.7  4.1  4.5

自民､民主党中心
とした大連立政権

 8.4  3.9  9.5
民 主 、 自 民 両 党 
による大連立政権

19.7 21.2 20.1

自民党の単独政権  3.1  0.3  2.8
自民党を軸とした 
政 権 の 復 活

 8.5  1.9  6.5自 民 ､ 公 明 ､ 保 守 
に よ る 連 立 政 権

 2.5  0.3  2.4

そ の 他 18.3  2.9 23.4

民 主 ･ 自 民 両 党 
以外を軸とした政権

 5.8  2.1  5.3

そ の 他  7.5  2.3  8.7

わ か ら な い 40.1 18.2 48.2

図表５　今後の政権のあり方（％）
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支
持
協
力
関
係
〟
が
そ
の
比
率
を
増
や
し
て
お
り
、
と
く

に
前
者
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

図
表
７
で
は
労
組
に
対
す
る
評
価
と
の
関
係
を
示
し

た
。
こ
こ
で
も
、
政
策
の
一
致
を
基
本
に
政
党
と
支
持
協

力
関
係
を
求
め
る
比
率
が
03
調
査
か
ら
07
調
査
に
か
け
て

増
加
し
た
後
で
11
調
査
ま
で
に
減
少
し
、そ
れ
と
は
逆
に
、

政
党
と
課
題
別
に
そ
の
都
度
、
支
持
協
力
関
係
を
結
ぶ
と

い
う
回
答
比
率
が
多
く
の
場
合
に
03
調
査
を
11
調
査
が
上

回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
政
党
・
政
治
家
と
は
一
切

の
関
係
を
持
た
な
い
と
す
る
比
率
が
、
労
組
を
肯
定
的
に

評
価
す
る
層
で
も
け
っ
し
て
低
く
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ

よ
う
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
、
望
ん
だ
は
ず
の
政
権
交
代
と
そ
の

混
迷
の
影
響
が
強
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
先
に
示

し
た
、
民
主
党
が
係
わ
る
政
権
へ
の
期
待
の
減
退
と
併
せ

て
み
る
と
、
特
定
の
政
党
の
政
策
を
全
体
と
し
て
支
持
し

て
総
体
的
で
継
続
的
な
関
係
を
結
び
、
そ
れ
を
通
じ
て
労

働
者
利
害
の
表
出
と
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
方
向

は
、
民
主
党
離
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
定
の
政
党
と
の
総

体
的
で
継
続
的
な
支
持
協
力
関
係
の
取
り
結
び
自
体
を
否

定
す
る
意
識
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
代
わ
っ
て
力
を
強

め
た
の
は
、
政
党
・
政
治
家
と
は
一
切
関
係
を
持
た
な
い

と
い
う
全
否
定
的
意
識
と
、
政
党
ま
た
は
政
治
家
と
課
題

別
に
そ
の
都
度
、
支
持
協
力
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
部
分
的

非
継
続
的
関
係
を
希
求
す
る
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
望

ん
だ
は
ず
の
政
権
交
代
の
結
果
が
民
主
党
の
み
な
ら
ず
政

党
一
般
へ
の
不
信
感
へ
と
至
っ
た
こ
と
を
背
景
に
も
つ
変

化
な
の
だ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
労
働
関
係
に
限
定
し
て
も

労
働
時
間
規
制
や
解
雇
規
制
の
緩
和
動
向
な
ど
国
政
レ
ベ

ル
の
問
題
が
続
出
す
る
近
年
に
あ
っ
て
は
、
政
治
的
な
体

力
を
弱
め
る
惰
力
を
も
つ
だ
ろ
う
。

　

む
ろ
ん
、
部
分
的
非
継
続
的
関
係
を
全
面
的
に
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
自
ら
の
利
害
を
総
体
的
に

継
続
的
に
表
出
し
実
現
す
る
構
え
を
も
つ
政
治
勢
力
を

創
っ
て
い
く
と
い
う
方
向
が
、
や
は
り
必
要
な
の
だ
と
考

え
る
。
地
方
公
務
職
場
の
労
使
関
係
が
、
二
重
の
個
別
化

（
自
治
体
別
化
、
個
人
別
化
）
へ
と
向
か
わ
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
、
す
な
わ
ち
労
使
関
係
の
個
々
の
自
治
体
へ
の
封

じ
込
め
が
進
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
方
公
務
労
働
者
の
総
体
的
な
利
害
を

表
出
し
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
政
治
勢
力

が
お
そ
ら
く
は
必
要
な
の
だ
と
思
う
の
だ
。

　

な
お
、
こ
の
間
の
調
査
で
は
、
憲
法
改
正
、
憲
法
九

条
、
自
衛
隊
、
原
発
、
日
の
丸
・
君
が
代
な
ど
政
治
課
題

に
つ
い
て
も
問
う
て
き
た
が
、
継
続
的
に
問
う
よ
り
も
そ

の
時
々
の
政
治
課
題
に
つ
い
て
問
う
と
い
う
色
合
い
が
濃

く
、
調
査
の
一
〇
年
と
い
う
観
点
か
ら
は
取
り
上
げ
る
の

が
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
の
検
討
か
ら
は
除
外
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

政党と政策一
致を基本に支
持・協力　　

政党と課題別
に都度、支持
・協力関係　

政治家と課題
別に都度、支
持・協力関係

政党・政治家
と一切関係持
たない　　　

わからない

労
組
活
動
評
価

役立っている 

(03：よくやっている)

03 36.8 22.3  8.7 11.9 20.3 
07 49.2 27.1  5.9  6.8 11.0 
11 36.3 31.2  9.0  8.9 14.6 

ある程度役立っている 

(03：まあよくやっている)

03 28.6 29.8 11.5 13.1 17.0 
07 30.1 35.7  9.0 9.0 16.2 
11 21.0 35.5 12.9 12.9 17.6 

あまり役立っていない 

(03：あまりやっていない)

03 23.1 28.5 13.1 19.7 15.6 
07 19.4 30.2 11.8 18.1 20.6 
11 16.0 25.3 13.8 25.3 19.6 

全く役立っていない 

(03：やっていない)

03 15.6 21.3 11.8 35.0 16.4 
07 13.6 22.0  9.0 38.1 17.3 
11 10.6 17.4 11.9 41.9 18.2 

労
組
へ
の
信
頼

全面的に信頼している
03 40.8 24.5  7.8 11.6 15.3 
07 48.7 28.6  5.6  5.9 11.2 
11 36.9 33.7  7.9  8.2 13.2 

おおむね信頼している
03 26.5 29.4 12.2 14.4 17.5 
07 31.3 35.8  8.4  8.6 15.9 
11 20.7 34.0 13.4 14.9 17.0 

あまり信頼していない
03 16.6 24.2 12.5 28.2 18.5 
07 17.6 29.0 12.7 21.0 19.6 
11 14.5 24.9 13.8 27.1 19.7 

全く信頼していない
03 11.8 13.9  9.8 45.0 19.5 
07 12.5 21.5  9.5 40.3 16.2 
11  9.0 16.1  8.7 52.2 14.0 

図表７　労組評価と今後の労組と政党・政治家（％）

図表６　今後の労組と政党・政治家の関係
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２
高
橋
道
政
評
価

　

一
〇
年
の
調
査
に
お
い
て
継
続
的
に
設
定
さ
れ
て
き
た

項
目
の
う
ち
最
後
に
検
討
す
る
の
が
、
道
政
へ
の
評
価
で

あ
る
。

　

二
期
八
年
続
い
た
堀
道
政
の
後
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に

高
橋
知
事
が
就
任
し
、
現
在
三
期
目
の
道
政
を
担
当
し
て

い
る
。
調
査
に
お
い
て
高
橋
道
政
支
持
・
不
支
持
を
問
う

た
の
は
05
調
査
以
降
で
あ
る
。
そ
の
変
化
を
図
表
８
に
示

す（
２
）。
こ
の
う
ち
05
調
査
は
就
任
二
年
後
、
07
調
査
は
二
期

目
初
年
、
09
調
査
は
二
期
目
中
間
、
11
調
査
は
三
期
目
初

年
に
実
施
さ
れ
た
の
だ
が
、
一
期
目
か
ら
二
期
目
に
か
け

て
支
持
率
が
急
落
し
、
不
支
持
率
・
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
と
す
る
比
率
が
上
昇
し
た
。
二
期
目
初
年
か
ら
中
間
年

に
か
け
て
は
支
持
率
は
上
昇
せ
ず
、
不
支
持
率
が
若
干
低

下
し
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
が
微
増
し
た
。
そ
こ
か
ら

三
期
目
初
年
に

か
け
て
は
支
持

率
が
反
転
増
加

し
、
不
支
持
率

が
低
下
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な

変
動
の
う
ち
、

07
調
査
と
09
調

査
に
お
け
る
支

持
率
低
下
の
要

因
と
な
り
う
る

要
素
に
つ
い
て
、

図
表
９
と
図
表
10
を
ご
覧
頂
き
た
い
（
と
も
に
連
載
第
一

回
目
の
再
掲（
３
））。

05
調
査
か
ら
09
調
査
ま
で
道
政
の
諸
課

題
と
な
っ
て
い
た
道
州
制
・
市
町
村
合
併
、財
政
再
建
（
道

職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
へ
）、
地
域
医
療
対
策
、
支
庁
制
度

改
革
、
夕
張
な
ど
市
町
村
支
援
、
そ
し
て
景
気
・
雇
用
分

野
へ
の
取
り
組
み
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、〝
評
価
で
き
る
〟

と
し
た
比
率
は
10
％
を
下
回
り
、
評
価
で
き
な
い
と
す
る

比
率
が
30
％
か
ら
50
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

そ
れ
ぞ
れ
が
07
調
査
に
お
け
る
支
持
率
急
落
と
09
調
査
で

の
低
支
持
率
維
持
に
影
響
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

解
釈
が
難
し
い
の
は
11
調
査
に
お
け
る
支
持
率
の
反
転

上
昇
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
11
調
査
で
は
道
政
課
題
に
関

す
る
設
問
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
反
転
上
昇
の
背

景
を
探
る
の
は
困
難
で
あ
る
。09
調
査
ま
で
の
時
期
に
は
、

図
表
９
・
10
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
問
題
に
直
面
し
た
高

橋
道
政
だ
が
、
そ
れ
か
ら
11
調
査
ま
で
は
二
〇
一
〇
年
四

月
の
支
庁
制
度
廃
止
、
総
合
振
興
局
・
振
興
局
発
足
以
外

に
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。〝
何
も
し
な
い
か
ら
目

立
っ
た
失
政
も
な
い
〟
と
揶
揄
さ
れ
る
高
橋
道
政
だ
が
、

09
調
査
か
ら
11
調
査
ま
で
は
そ
の
典
型
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
内
容
を
図
表
11
と
図
表
12
で
見
て

み
よ
う
。
こ
こ
で

取
り
上
げ
た
す
べ

て
の
属
性
と
高
橋

道
政
の
支
持
状
況

と
の
関
係
の
動
向

は
、
全
体
の
変
化

動
向
と
同
一
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
05

調
査
か
ら
07
調
査

に
か
け
て
支
持
率

が
10
％
前
後
ま
で

急
落
し
09
調
査
で

も
低
支
持
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
11

調
査
で
は
反
転
上

昇
し
た
、
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
と

す
る
比
率
が
傾
向

図表８　高橋道政を支持するか

図表９　高橋道政の課題別取り組み評価（1）

図表10　高橋道政の課題別取組評価（2）
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的
に
上
昇
し
て
い
る
、
不
支
持
率
は
09
調
査
以
降
、
低
下

気
味
で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、全
体
的
な
傾
向
と
の
差
異
も
指
摘
で
き
よ
う
。

最
も
目
立
つ
の
が
行
政
区
分
別
で
の
全
道
庁
の
高
橋
道
政

評
価
で
あ
る
。
05
調
査
で
の
支
持
率
は
25
％
程
度
で
全
体

の
28
％
と
ほ
ぼ
同
水
準
だ
っ
た
が
、
07
調
査
で
は
６
％
弱

へ
と
著
し
く
低
下
し
、
09
調
査
で
は
さ
ら
に
４
％
台
半
ば

ま
で
下
が
っ
た
。
11
調
査
で
支
持
率
は
反
転
上
昇
し
た
も

の
の
、
３
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
上
昇
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
高

橋
道
政
の
影
響
が
直
接
に
向
く
道
職
員
に
と
っ
て
は
、
た

と
え
ば
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
基
本
給
に
も
広
が
っ
た
独
自

削
減
が
〇
六
年
度
に
は
基
本
給
10
％
削
減
へ
と
至
り
、
そ

の
他
の
年
数
限
定
削
減
の
申
し
合
わ
せ
を
実
行
し
な
か
っ

た
高
橋
道
政
は
、〝
何
も
し
な
い
か
ら
目
立
っ
た
失
政
も

な
い
〟
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
11
調
査
に
お
け
る
高
橋
道
政
支
持
率
の
全

体
的
な
反
転
上
昇
を
も
た
ら
し
た
要
素
は
、
や
は
り
判
断

困
難
で
あ
る
。
国
政
も
地
域
経
済
も
様
々
に
動
い
た
時
期

に
〝
何
も
し
な
い
〟
こ
と
が
支
持
率
上
昇
を
も
た
ら
す
と

す
る
の
は
、
浅
き
に
過
ぎ
よ
う
。
要
因
の
判
断
は
留
保
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

連
載
の
第
一
回
目
か
ら
本
稿
ま
で
、
一
〇
年
六
回
の
調

査
結
果
の
大
項
目
に
つ
い
て
、
概
要
お
よ
び
い
く
ば
く
か

詳
し
い
分
析
を
試
み
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
調
査
結
果
か

ら
は
判
断
し
か
ね
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
し
、
分

析
対
象
か
ら
除
外
し
た
設
問
も
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
次

稿
か
ら
は
北
海
道
地
方
公
務
労
働
者
の
意
識
と
国
民
全
体

の
意
識
の
比
較
検
討
を
可
能
な
限
り
進
め
て
、
北
海
道
地

方
公
務
労
働
者
の
労
働
者
像
を
結
ぶ
作
業
に
取
り
か
か
る

所
存
で
あ
る
。

＜

す
ぎ
も
と　

た
つ
の
り
・
釧
路
短
期
大
学
教
授＞

【
注
】

（
１
） 「
そ
の
他
の
政
党
」
は
、
公
明
党
・
共
産
党
・
社
民

党
（
01
～
11
）、
保
守
党
（
01
）、
保
守
新
党
（
03
）、
さ

き
が
け
（
01
・
03
）、
新
党
大
地
（
07
～
11
）、
国
民
新

党
（
09
・
11
）、
み
ん
な
の
党
（
11
）
を
含
む
。
自
由
党

（
01
・
03
）
は
民
主
党
に
含
め
た
（
原
則
と
し
て
、
以
下

の
図
表
も
同
じ
）。

（
２
） 

杉
本
龍
紀
「
自
治
労
北
海
道
本
部
『
組
合
員
意
識
調

査
』
の
10
年
（
１
）」『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
五
三
一
号

（
二
〇
一
三
年
四
月
）、
一
二
頁
、
図
表
28
再
掲
。

（
３
） 

杉
本
龍
紀
、
同
右
、
一
三
頁
、
図
表
29
・
30
。

図表11　高橋道政支持率（性別・年代別）

図表12　高橋道政支持率（支持政党別・行政区分別）


